







Study on the Effectiveness of Plaque Removal on Newly Erupted Permanent Teeth 
Part-I The distribution of dental plaque accumulation on mandibular first permanent molar
AKEMI KANEKO HIROYUKI KAWABATA HIROSHI IWASAKI 































































































萌出段階 stage　1 stage　2 stage　3合 計









































































































































o験の有無 stage　1 stage　2 stage　3合　　計
あ　　り 7 7 7 21
な　　し 7 7 7 21
臼歯の萌出後，鶴蝕罹患までの期間は男女とも上
顎では1～2年，下顎では0～1年が最も多く，
この時期に鶴蝕罹患歯の半数以上が罹患し，第1
大臼歯は萌出後年齢で，3年以内における歯科保
健管理が重要であると述べている．また萌出途上
歯の咬合面の一部には歯肉弁が被覆し，その直下
には歯垢の分布が多量に認められるという報
告15～1ηがある．
　今回の研究では永久歯の中で最も輻蝕罹患率が
高度である第1大臼歯2｝の歯垢分布状態を萌出段
階別に観察することは，咬合面早期蠣蝕の発生要
因の追求に大きな意味を持つと思われた．
　歯垢の評価方法には，Green，　Vermillionの
Oral　Hyginen　Index18），　Silness　and　L6eの
Plaque　indexユ9），などがあるが，これらは視診型
検診により肉眼的に診査を行い評価するため，術
者の主観が入りやすく，本研究ではそれを客観的
に評価する目的でコンピュータにて解析を行っ
た．さらに，コンピュータに画像として取り込む
ために口腔内写真を用いた．第1大臼歯咬合面の
歯垢分布状態を評価するには，咬合面を垂直に撮
影する必要があったが，一般的に用いられている
撮影用のミラーを，開口量が限られている小児の
最後方臼歯に用いることは難しく，さらに口角鉤
で口角を把持しながら，持続的に大きく開口させ
ておくにはこの時期の小児には困難なことであ
る．そこで著者らは，特殊な器具を使用せず，最
後方臼歯をアシスタントなしで簡便に，撮影可能
なカメラを考案し，研究に用いた．
　1．萌出程度別歯垢分布について
　咬合面の大部分を被っていた歯垢は，萌出レベ
ルが高くなるに従い減少傾向を示し，咬合の開始
に伴いさらに分布は，減少することが示唆された．
これは徐々に歯肉弁が退縮し対合歯との接触が開
始したことにより自浄作用によるものと考えられ
る．しかしながら，その作用は小窩裂溝にはおよ
ぽず，全StageにおいてStageが高くなるに従い
分布の量的減少傾向はみられるものの，歯垢の残
存が認められた．高木ら2°）は，小窩裂溝を自浄が行
なわれやすい形態に修正することは咬合面の輻蝕
抑制に有効であることを報告している．したがっ
て，この分布は齪蝕罹患の第一の誘因である歯垢
が，歯質の脆弱さに加え，自浄性の乏しい好発部
位である複雑な形態を有する小窩裂溝に堆積する
ことにより，踊蝕がより早期に発現することの可
能性を示唆している．
　2．咬合面を3分画した歯垢分布について
　萌出レベルが低いStage　1において，近心に歯
垢の付着が多く認められたが，下顎第1大臼歯が
第2乳臼歯の遠心面をガイドとして，咬合面に対
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し近心方向に向かって萌出するという複雑な萌出
様相によるものと考えられる．その他，複雑な萌
出様相について柳沢21）は，下顎第1大臼歯は萌出
開始から咬合開始に要する時間が長く，その間，
自浄作用がおよぼず，咬合面は歯垢で汚染され，
鰯蝕発病の危険が高い時期であると述べている．
従って，萌出開始よりすでに高度に歯垢は付着し，
この時期より第1大臼歯の鶴蝕抑制を中心とした
特殊な歯口清掃法が必要であると思われる．
　3．刷掃指導経験の有無による歯垢分布につい
　　て
　萌出レベルが高くなるに伴い，減少傾向が認め
られ，Stage　1，2においては統計学的有意差は認
められなかったが，Stage　3においては有意差が
認められた．このことにより，下顎第1大臼歯に
ついては歯肉弁がおおっている時期の刷掃は困難
であり，咬合面が全て萌出した段階で有効である
と思われる．したがって，幼若永久歯の鰯蝕抑制
には刷掃のみならず，フッ化物の応用，予防填塞
などを含めた体系的な方策が必要であることが示
唆された．
結 論
　著者らは，本学小児歯科外来に来院した萌出途
上の健全な下顎第1大臼歯を有する小児42名を対
象に，著者らが考案した特殊カメラを用いて下顎
第1大臼歯を咬合面上より撮影し，歯垢の分布状
態を客観的に評価することを目的に，コンピュー
タにて解析を行い，以下の結論を得た．
　1．萌出段階別歯垢分布は，Stage　1，2，3の
順で高い値を示し，特にStage　1，2間では歯垢
は著しく減少し，有意差が認められた．
　2．咬合面を3分画した歯面の歯垢分布は，近
心では歯の萌出に伴い歯垢は減少し，Stage　1，2
間では有意差が認められた．中央においても歯の
萌出に伴い歯垢は減少し，各Stage間に有意差が
認められた．遠心ではStage　2で高度であり，
Stage　3との間に有意差が認められた．
　3．頬面における萌出段階別歯垢分布は，萌出
に伴い歯垢は減少し，各Stage間に有意差が認め
られた．
　4．咬合状態の有無による歯垢分布は，咬合し
ているものは，萌出状態に関わりなく低い値を示
した．またStage　3においてはA，　B間に有意差
が認められた．
　5．刷掃指導経験の有無による歯垢分布は指導
経験の有無に関わりなく，歯の萌出に伴い減少傾
向を示した．
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